	学　習　指　導　案

	単　　元
	情報通信ネットワークの概要
	教科書
	最新情報処理新訂版（実教出版）

	指
導
目
標
	　情報社会の課題を理解し、正しく対処する知識と利用者としての態度を身に付ける。
	指
導
計
画
	１節　情報通信ネットワークの概要
１　ビジネス情報の検索と収集　・・・２時間
２　ビジネス情報の受信と送信　・・・２時間
（本時はその１時間目）

	本時の主題
	ＳＮＳの利便性と脅威

	前時の課題
	　教科書の単元を予習しておく。

	本　時　の
目　　　標
	１　ＳＮＳの種類と利便性、脅威を理解しインターネットと現実でのやり取りの違いを理解させる。
２　情報モラルを身に付けさせる。

	学　　習　　活　　動
	時間
	指導上の留意事項
	評価の方法・規準等

	導

入
	· 本時の学習内容の確認を
する。
	５
	・本時の学習内容に興味関心を持たせる。
	

	展





開
	１ 班を作り、ＳＮＳの種類、利用方法について考える。






２　ＳＮＳ内の脅威について班で対応方法を考える。
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20
	· ＳＮＳに対するそれぞれの利便性について考えさせる。





· ＳＮＳを使用する場面、直接話し合いをする場面について理解させる。
· 脅威への対処方法を考えさせる。
	· プリント
【評価の規準】
〇ＳＮＳに対する知識について関心を持っている。
〈関心・意欲・態度〉
【評価方法】
〇応答の観察

【評価規準】
〇ＳＮＳの脅威について理解できている。
　　〈知識・理解〉
【評価方法】
〇プリントの回収
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	整

理
	・　本時のまとめをする。
	５
	· 情報モラルについて確認させる。
	

	備
考
	



